
新

育成委員による街頭巡

規

視補導活動、各種研修

完

会を通じ 育成委員によ

了

る街頭巡視活動、各種

事

研修会

、非行の未然防

業

止に努めた。 善行賞の

ゼ

選定及び表彰

善行賞の

ロ

選定及び表彰を行い、

予

自己肯定感の高揚につ

算

なげた。

平成31年度

事

　予定 平成32年度　

業

予定

育成委員による街

担

頭巡視活動、各種研修

当

会 育成委員による街頭

者

巡視活動、各種研修会

全

善行賞の選定及び表彰

体

善行賞の選定及び表彰

計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　実績 平成30年度　予定

平成31年度　予定 平成32年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成３０年度　行政評価事業別シート

実計対象 □ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 北澤知子

全体計画 経費区分 － 内線 3645

事務事業名 4300 児童青少年育成センター事業

所　　属 300200 教育委員会事務局・子ども課

施　　策 02010800 児童・青少年健全育成の推進

会計 01 一般会計
予算

科目 100606 教育費・社会教育費・児童青少年総合対策費
科目

事業 030000 児童青少年育成センター事業

事業目的 事業概要・効果 

育成委員を中心とする街頭巡視補導活動を通して児童 「地域の子どもたちは地域で守り育てる」地域から選

・青少年が非行に走らないよう予防活動に努める。ま 出された児童青少年育成委員による街頭巡視補導活動

た、環境浄化活動の一環として、有害図書等自動販売 で、子どもたちへ「愛の声かけ」を積極的

内

に行い、登

機、酒類・

部

たばこの販売方法等有

評

害な環境のチェック 下

価

校時等の子どもたちを

【

見守るとともに、非行

二

の未然

活動と商店等へ

次

改善をお願いをする。

】

防止に努める。

また、

1

児童青少年育成委員会

頁

「善行賞」表彰を通じ

平

、

地域の子どもたちが

成

取り組んでいる善い行

３

い（活動）

に対して大

０

人がしっかりと褒める

年

ことで、子どもたち

の

度

活動意欲向上につなげ

　

る。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年

行

度実績及び予定

平成2

政

7年度　実績 平成28

評

年度　実績

地域や学校

価

から推薦された育成委

事

員による街頭巡視活 育

業

成委員による街頭巡視

別

活動、各種研修会を通

シ

じ、非

動、各種研修会

ー

を通じ、非行の未然防

ト

止を努めた。 行の未然

実

防止に努めた。

善行賞

計

の選定及び表彰を行い

対

、自己肯定感の高揚に

象

つ 善行賞の選定及び表

評

彰を行い、自己肯定感

価

の高揚につ

なげた。 な

対

げた

平成29年度　実

象

績 平成30年度　予定



,315 2,006

正規職員 0.4 0.4
人員数

嘱託職員 0.2 0.2
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 2,859.6 2,859.6

人　員 嘱託職員 553.2 553.2

コスト 臨時職員 0.0 0.0

計 3,412.8 3,412.8

市民一人当たりの経費 0.1 0.1

総額 4,727.8 5,418.8

（単位：千円）

平成29年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

巡回出動謝礼
8節  報償費 911

消耗品101、食糧費43
11節 需用費 144

13節 委託費 0

15節 工事請負費 0

上部組織への負担金・研修負担金

内

87、活動補助金93

部

19節 負担金補助及

評

び交付金 180

保険料

価

66、旅費14
その他

【

80

二次】 2頁

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成29年度 平成30年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成29年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 善行賞の表彰数

算　　式 単位 件

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標 - - - - 90
目 標 値

実 績 66 69

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成29年度 平成30年度

決　　　算 予　　　算

事業費 1,315 2,006

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1



委

政内部の管理上の課題

託

解決に貢献しているか

費

・事業の目的が達成で

1

きるような事業内容に

5

なっているか

地域の住

節

民による活動のため、

 

「地域の子どもたちは

工

地域で守り育てる」と

事

いう意識の醸成につな

請

がっている

。
評   

負

価
「子どもを褒めて伸

費

ばす」善行賞表彰は、

1

子どもの自己肯定感の

9

高揚につながっている

節

。
コメント

・成果を落

 

とさずにコストを削減

負

する方法はあるか

効 

担

率 性 ・効率性向上に

金

努めているか 変わらな

補

い

・使用料などの受益

助

者負担や補助対象事業

及

の範囲など、財源確保

び

の余地はないか

一市民

交

が地域のために活動す

付

ることと、行政の要請

金

とが相まって成り立っ

そ

ている事業である。

行

の

政の都合で手を抜くこ

他

とは、善意の市民の活

Ｃ

動意欲を削ぐ結果とな

Ｈ

る。
評   価

行政は

Ｅ

、事業の必要性と市民

Ｃ

や地域のために活動す

Ｋ

ることの重要性を理解

個

していただけるよう努

別

めることが重
コメント

評

要であり、それが市民

価

による継続的な事業に

項

つながる。

振り返り（

目

決算年度の取組み課題

評

）

かつてのような、街

価

角に不良少年がタムロ

観

していた姿はあまりみ

点

られず、子どもたちが

評

外で遊んでいる姿も見

価

ることが少

なくなって

内

いるが、街頭巡視補導

容

活動をすることが子ど

・

もたちの安心感や地域

市

の防犯につながってい

民

ると考えられるので

今

の

後の継続は必要。

また

生

、ネットに絡むトラブ

命

ルが増えてきている現

・

状から、外でスマホを

財

いじっている青少年へ

産

の声かけも含め、今後

を

、ど

のような活動が子

守

どもたちの健全育成に

る

つながるのかを考え、

た

工夫する必要がある。

め市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成30

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

巡回出動謝礼等
8節 

平

 報償費 1,411

消

成

耗品費132、会議食

3

糧費50
11節 需用

0

費 182

健全育成啓発

年

看板整備委託
13節 

度

委託費 40

15節 工

当

事請負費 0

上部組織へ

初

の負担金及び研修会出

予

席負担金106、活動

算

補助金109
19節 

　

負担金補助及び交付金

事

215

旅費90、保険

業

料68
その他 158

Ｃ

費

ＨＥＣＫ

個別評価

項目

の

評価観点 評価内容

・市

内

民の生命・財産を守る

訳

ため市が実施すること

主

が必要不可欠な事業で

な

あるか

・行政内部の管

節

理運営上必要な事業で

金

あるか

必 要 性 ・市

額

が主体となり実施すべ

内

き事業か 普通

・法的な

容

根拠や公的関与の妥当

8

性はあるか

・目的は結

節

果（施策の目指す理想

 

）に結びついているか

 

法的に規定される活動

報

ではない。

次世代を担

償

う子どもたちの健全育

費

成は地域の願いであり

1

責任でもある。
評  

1

 価
活動を通じて、子

節

どもたちや地域の大人

 

の関係が良くなり、住

需

みやすい地域になる。

用

コメント

・事業の成果

費

は上がっているか

・目

1

標に対する達成度は十

3

分か

有 効 性 ・市民

節

生活上の課題解決に貢

 

献しているか 有効

・行



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

市内全域での子どもたちの見守り活動は、本事業をお 児童青少年を取り巻く環境が大きく変化す

内

る中で、各

いて他には

部

なく、子どもたちの非

評

行の未然防止の事業 町

価

等の見守パトロール隊

【

との連携なども視野に

二

入れる

となっている。

次

また、善行賞表彰は、

】

子どもたちの活 必要が

4

ある。

動が認められる

頁

ことで、更なる活動の

Ａ

意欲向上等に繋

がって

Ｃ

いる

外部評価

次年度以

Ｔ

降の方向性

外部評価コ

Ｉ

メント

ＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


